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産業廃棄物の処理状況及び目標の達成状況（平成 23年度） 

 

本県では、循環型社会の構築を目指し、廃棄物の排出抑制や循環的な利用などを促進す

るという基本的な考えのもと、さらなる取組を進めるため、平成 24年 3月に「愛知県廃棄

物処理計画（平成 24年度～28年度）を策定した。 

その中で、愛知県内で発生する産業廃棄物について、平成 20 年度を基準として最終処

分量を産業廃棄物については約 18％それぞれ削減するなどの具体的な廃棄物減量化目標

を定めている。 

今回、平成 23年度における産業廃棄物の処理の状況を示すとともに、「愛知県廃棄物処

理計画（平成 24年度～28年度）」に示した平成 28年度の減量化目標及び平成 20年度の処

理実績と比べることにより、その減量化の進捗状況を示した。 

 

 

１ 産業廃棄物の現況 

（１） 産業廃棄物の発生の状況 

平成 23年度の産業廃棄物（特別管理産業廃棄物を含む。）の発生量は 17,430千トン

であり、基準年度である平成 20 年度の発生量 22,330 千トンに比べ 21.9％減少してい

る（図 1-1）。 

平成元年度から増加傾向にあった発生量が平成 21年度で大きく減少した原因は、平

成 20年度に発生した世界的な経済低迷による生産活動への影響と考えられ、その後も

東日本大震災による影響の他、県内の主要産業である自動車産業が円高による影響を

受けた事もあり、発生量が平成 11 年度以前の低い水準で推移していると考えられる

（図 1-1、図 1-2）。 

 

図 1-1 産業廃棄物の発生量等の推移 
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図 1-2 製造品出荷額の推移 

 

産業廃棄物の発生量を業種別にみると、製造業が 47.3％、建設業が 26.7％、農業が

14.4％、電気・ガス・熱供給・水道業が 9.9％を占め、製造業の占める割合がやや小さ

くなっている（図 1-3）。 

また、種類別にみると、がれき類の 20.7％、鉱さいの 19.6％、汚泥の 9.2％、金属

くずの 12.1％、動物のふん尿の 14.3％、ばいじんの 9.7％と、この 6 種類で産業廃棄

物発生量の約 9割を占め、汚泥の構成比率が小さくなっている（図 1-4）。 

 

図 1-3 業種別発生状況 

 

図 1-4 種類別発生状況 
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この 6種類の産業廃棄物について、平成 23年度の発生量は、動物のふん尿、ばいじ

んを除くと、平成 20 年度の発生量から、がれき類が 1,489 千トン（29.2％）、汚泥が

1,374千トン（46.1％）、鉱さいが 903千トン（20.9％）、金属くずが 317千トン（13.1％）

減少している（図 1-5）。 

また、汚泥と鉱さいは減少傾向が続いている（図 1-6）。 

 

図 1-5 種類別発生量 

 

 

図 1-6 主な種類の産業廃棄物発生量経年変化 
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また、産業廃棄物の処理の流れについて、平成 23年度の資源化量は 13,681千トン、

減量化量は 2,786千トン、最終処分量は 962千トンとなっている。 

その最終処分量のうち 434 千トン（45.1％）が中間処理されることなく直接最終処

分されている（図 1-7）。 

 

 

図 1-7 産業廃棄物の処理の流れ 
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注１：県内で発生した産業廃棄物の処理の流れであり、県外での処理を含む。
２：数値は四捨五入のため合計が一致しないことがある。

３：（ ）は発生量に対する割合を示す。

４：その他量は保管等の量である。
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（２） 産業廃棄物の減量化、資源化等の状況 

ア 業種別の減量化、資源化の状況 

平成 23年度の減量化の状況（減量化率）を業種別にみると、高いものから農業・林

業の 56.0％、電気・ガス・熱供給・水道業の 18.5％、製造業の 8.9％、建設業の 5.3％

の順となっている。また、平成 23年度の資源化の状況（資源化率）を業種別にみると、

高いものから建設業の 88.9％、製造業の 86.2％、電気・ガス・熱供給・水道業の 67.9％、

農業・林業の 44.0％の順となっている（表 1-1）。 

 

表 1-1 主な業種別の産業廃棄物の処理・処分状況 
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図 1-9 産業廃棄物の種類別の減量化・資源化状況 

 

また、平成 23年度の資源化量を種類別にみると、多いものからがれき類の 3,437千

トン、鉱さいの 3,290千トン、金属くずの 2,100千トン、ばいじんの 1,518千トンの順

となっている（図 1-10）。 

 

図 1-10 産業廃棄物の種類別の資源化量 
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（３） 産業廃棄物の最終処分の状況 

平成 23 年度の最終処分量は 962 千トンであり、平成 20 年度の 1,162 千トンに比べ

200千トン（17.2％）減少し、とくに汚泥の減少が大きい。 

平成 23年度の最終処分量を産業廃棄物の種類別にみると、多いものから汚泥の 155

千トン、ばいじんの 144千トン、がれき類の 140千トン、鉱さいの 122千トン、廃プ
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